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令和７年度 学校評価報告書 
                                            

園 名  三田市立認定こども園みつば幼稚園 

 

１ 教育目標                            ２ 重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己評価結果                                          

分野 

領域 
評価項目 

幼稚園の取組状況・ 

改善の方策 

教
育
課
程
・
指
導 

・幼児の興味や関心に基づいた多

様な直接体験を工夫し、個々の幼

児の自信や意欲を高め、主体的に

活動する力を育む保育を創造す

る。 

・職員は一人一人の発達を理解

し、個に応じた支援を組織的に行

い、自立に向かう力を育む。 

・幼稚園と小学校との連携を図

り、互いの取り組みや教育に対す

る理解を深め、就学を見据えたカ

リキュラムの推進を図る。 

・職員間のコミュニケーションツール

として“みつばコミュ”、“おひさまコ

ミュ”を行い、教育時間と保育時間の

幼児の姿を多面的に捉え、幼児理解に

努めた。また、幼児の興味・関心に基

づいた環境構成につなげることができ

た。 

・幼児期の教育と小学校教育をつなぐ

架け橋期のカリキュラムを作成した。

今後は、カリキュラムを活用し、小学

校と一緒に検討し、見直しをするなど、

カリキュラムの充実を図りたい。 

危
機
管
理 

・防犯・防災マニュアルの徹底と

災害等の非常事態における対応

について、計画的、継続的な取り

組みを行う。 

・月１回の避難訓練を実施し、命を守

る行動を定着させるなど安全教育に努

めた。また、三田警察署の職員を招き、

不審者侵入時における訓練を実施し、

初動対応、幼児の安全確保等について

研修を行った。 

子
育
て
支
援 

・子育て支援事業への参加者が増

えるよう周知の方法を工夫する

とともに、内容の充実を図る。 

・親子による製作活動や歌やダンス活

動、定期的な発育測定の機会を設ける

など内容を工夫することによって、継

続して参加する人数が増加した。今後

も内容の充実を図っていきたい。 

家
庭
と
の
連
携 

・保護者や地域との連携を深め、

協同して幼児の育ちを支えられ

るよう、園の取り組みや幼児の育

ちを具体的に分かりやすく発信

する。 

・園の活動内容や幼児の様子を、アプ

リを通じてタイムリーに配信すること

ができた。 

・幼児が主体的に取り組む交流となる

よう地域の方と事前に協議し、協力を

得て進めることができた。 

研
究
・
研
修 

・幼児の姿を多面的に捉え、幼児

理解を深めるとともに、育ちをつ

なぐ教師の援助の在り方を探る。 

・年間計画に基づいた研修を積み

上げ、研究の成果を分かりやすく

発信する。 

・年間計画に基づき、定期的な園内研

修を積み上げることで、幼児の育ちを

共通理解し、環境構成につなげること

ができた。また三田市立幼稚園・こど

も園教育研究会において公開保育、研

究発表を行った。 

  

『”心の軸”と”体の軸”をしなやかに育て、 

子どもの「生きる力」の基礎を育成する』 

・心身ともに健やかで、明るく元気な子 

・よく考え、工夫してあそぶ子 

・自分の思いをのびのびと表現する子 

・やさしく、思いやりのある子 

 

1． 健やかな心と体の育成 

2． 共主体の保育の推進 

3． 小学校との連携、接続の推進 

4． 子育て支援の充実 

5． 家庭、地域との連携の深化 

４ 学校関係者評価  

職員間の連携が工夫され、一人

一人の幼児を理解しようと努めら

れている。今後も就学先と細や

かに連携をとり、地域の小学校

へとこどもの育ちをつないでいっ

てほしい。 

 

 

 

 

 

 

今後も様々な状況を想定し、こど

もの安全を守る取り組み(避難場

所・経路の確認等)を進めていっ

てほしい。 

 

地域の中に安心して集える場が

あることがうれしい。保護者も子

育てが楽しくなるような活動を継

続していってほしい。 

 

アプリの配信だけに頼らず、保護

者同士の会話が生まれるような

伝え方の工夫も必要ではない

か。 

こどもが考え、相談し、夢中にな

って遊ぶ姿を見ることができた。

行事についても自分たちで考

え、主体的に取り組めるような支

援がなされていたように思う。 
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 ５ 総合的な評価結果              ６ 総合的な学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員同士のコミュニケーションツールを工夫したこ

とで幼児理解が深まり、すべての職員が連携し、一貫

した援助や支援を行い、個々の幼児の育ちにつなげる

ことができた。また地域とのつながりを深めることに

より、園の教育方針を理解いただき、協力を得ながら、

幼児が主体の交流や行事を行うことができた。 

園歌作成のプロセスを大切にし、保護者や地域の皆さ

んの幼稚園や園児への願いがこもった園歌を完成させ

ることができた。 

みつば幼稚園のこどもたちの姿や風景が目に

浮かぶような園歌ができた。作成の過程を大

切に考え、多くの保護者が携わってできた園

歌は、みんなに愛され、歌い継がれていくだろ

う。開園から 2 年がたち、地域とのつながり

も深まり、地域から愛される理想の園になっ

てきているのを実感する。 

 


